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江戸絵図による学習院女子部
キャンパスとその近傍（1）
斎　藤 仁
　学習院女子部のキャンパスは，約200年前に遡れば，尾張徳川家（六十一万
九千五百石）の戸山屋敷であり，水戸徳川家の後楽園に匹敵するほどの数奇を
凝らした庭園であった。明治になってから陸軍戸山学校，近衛騎兵聯隊，幼年
学校など70年以上の永い間に渡る軍事の研究，教育が行われて，当時の若者の
血を湧きたたせた憧れの地でもあった。その当時の軍楽隊は，西洋音楽をわが
国へ最初にとり入れた特筆すべきものであった。現在でも女子部構内で，毎年
1回は近衛騎兵聯隊の方々の集いが行われ，その思い出は尽きない。戦後，こ
こは都営住宅俗称戸山ハイツ，国立第一病院その他心身障害者施設，学習院女
子部などの用地として利用されている広大な地である。
　この由緒ある戸山が原も，戸山ハイッの高層化に伴ってその変貌は著しく，
当時の面影は江戸絵図にみるのみで，全く想像し得べくもない現状である。唯
一のものとして箱根山（玉圓峰）がその地形をとどめているといえるのだろう。
　はじめに徳川黎明会（尾張徳川家）蔵の戸山山荘の江戸絵図を用いて，現在ま
での変貌を時代を追った地図上にのせてみた。その輪郭はほぼたどれるのであ
るが，東の部分については明確な線がひけず，今後，地形図上の等高線と現在
の地形との関係からひき出せればと思っている。
　戸山山荘に関しての絵図その他資料は豊富に存在し，とくに徳川義親氏の蓬
左文庫（名古屋），徳川黎明会（東京・目白）に収蔵されているものが最も確実で
あり，古文書，絵図，絵巻物が残されている。
　○和田戸山御成記（別名：とや満之春）……寛政5年（1793）に11代将軍家斉にお
　　伴して，こNを参観した佐野肥前守義行の記
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図1．戸山山荘絵図　徳川黎明会に保存されている山荘絵図のうち，建物，木々の表現，色彩の美しさ，
　　水の流動など精細に良く描かれているものの一枚である。白黒にし，かなり縮少したためその精緻さ
　　を見ることができないのが残念である。慶応元年（1865）と記してあるが，もっと古い絵図もあり，
　　今年の90周年文化祭展示で高校3年生が描いた模写図は寛政年間（1789～1800）のものである。
　　　図の方位は，上が北になる。右上に穴八幡と現在の早稲田通り（高田道）が斜めに描かれている。
　　左（西）側の土堤に沿ってが現在の明治通りである。左隅に富士山が描かれているのは，富士の見え
　　る方向を示している。
　　　下（南）側に沿っての道が大久保通りであり，御殿・余慶堂がこれに沿ってあった所，右隅あたり
　　が現在の国立第一病院の位置になる．箱根山は御殿に続いて北西に描かれている．
　　　上（北）側の土堤は，現在の女子部北門沿いの道路で，以前はもっと幅のせまい道路であって，立派
　　な土堤が残っていた．それも道路拡張と共に土堤は半分以上は崩され，穴八幡宮近くのカギ形の道路
　　は，斜めに土堤へくい込んで拡張された。そのため三角形の跡地（土堤のまま）が　（81頁へ続く→〉
一18
　○戸山の枝折……文政7年（1824）田安家の臣，土居清健の見物記
　○戸山御庭御見物之記……文政13年（1830）輪王寺宮舜仁親王御見物の記
　○戸山御邸見聞記三巻……尾州名古屋藩臣平野智雄（文政9年〔1826〕生れ）の記
　○外山屋敷一見の記……太田蜀山人
　〇戸山二十五景詩……細井平洲
　○戸山御屋敷絵図
　○戸山荘絵巻物……藤原政一筆
　○戸山別荘絵巻……寛政7年（1795）藤秀月画
　○戸山荘二十五景絵巻物
：聡響鷺難ll謙1要1灘窯
　　　すなご
　江戸砂子（六巻，菊岡浩涼撰，享保17年〔1732〕刊，江戸城を中心に地名，旧跡を詳
述，略図，さし絵入り）には戸山を外山と書いてあり，江戸名所図会（7巻20冊，
江戸神田の町名主斎藤幸雄・幸考・幸成の父子3代により完成，寛政から天保年間に至
る風俗・行事景観を絵入りで伝える）にその記述がある。
　　　　　　　びようくんおんやかた　　　　　　　　　　おんやしぎ
　　和田戸山　尾陽君御館の地なり。これを戸山御邸と云ふ。（戸山或いは外山に作る）
　　　　　　　　　とニう　そのかみ　　　　　なにがし　　　　　　　　　　もののふ
　土人相伝ふ，この地は往古和田戸何某とかやいひし武士の住みし所にして，右大将頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てい　朝卿隅田川よりこの地に至り，和田戸が第に入り給ひ，軍勢の労を休められしことあ
・認暴難歪 磁鯉難灘論繕
図2．濯櫻川の低地　手前の家屋が清水御在郷家でその向うが濯縷川である。遠くに見える家が三軒
　　家であろう。（東京名所図絵より）
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図3．穴八幡神社（高田八幡宮）（江戸名所図絵より）
　　牛込の総鎮守，別当は真言宗で光松山放生会寺と号する。江戸絵
　　図に画かれたものと建物の配置を比較すると良く一致する。
　りしといへり。（今その地に和田戸明神といへる宮社ありと云ふ）。高田馬場の南，尾
　　おんやまやしき　　　　　　　かた　州御山屋鋪へ行く方の畑の中に一条の道あり。里老伝へて上古の鎌倉海道なりといへ
　り。
これらによってみれば鎌倉時代以前から存在した武士の屋敷跡だったのだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
この庭園は，尾張徳川第2代光友が将軍家光の娘千代姫を婆ったので荒藺山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひltり
く和田戸山のうちで，新宿区戸山町の半分ほどの高台をいったらしい。このあたり，雲雀
の名所）の半地が尾州邸に組入れられ，尾州家の下屋敷となり戸山屋敷と云っ
』た。
「戸山の枝折」には次の記録がある。
　御屋敷総坪数左の通り
　　一　和田戸山御拝領　御下屋敷
一　同御抱屋敷御囲ヒ込
一　西大久保村御抱屋敷
一　大久保村御抱屋敷
一　同所同断
一　牛込原町ノ末
一　大久保村御抱屋敷
八万五千十八坪
五万千二百六拾三坪五合
八百三十二坪
千六百坪
二千五百八拾坪
千五百五拾九坪
千四百拾一坪
　　　右の坪数なれとも縄延ひ余程有之との事
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1’
光友は寛文7年（1667）に着工し，元禄6年（1693）に市ケ谷の上屋敷からこsに
＿20一
図4．玉圓峰（箱根山）谷
　　文晃筆のスケッチ
隠居している。山，川，谷，沼地あり中央に蟹川の低地と広大な敷地を風趣あ
る庭園とした。総面積は上述した総坪数と合わないが，他の記録には「十三万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2
六千二百坪余（約45万m2）で主眼なる苑景は二十五勝あり，寛文年に起功して
順次之を竣功し，天和，貞享を経て元禄年間に至り，始めて落成した」とある。
後楽園が明人朱舜水の意匠に成るといわれているのに対し，戸山の庭園は専ら
日本趣味に重きを置いたといえる。ところが六代宗春の頃には，この中に東海
道五十三次を模して，町家，商家などを並べて小田原の外郎屋を模したという
　　注3
古駅楼のほか，渡舟，山路，本陣，継馬，などもしつらえて，旅ができるとい
った趣向をこらしている。大体こSは低地で，その中から湧き出る泉が小川に
注1上屋敷：尾張徳川家上屋敷（楽々園）　現在，市谷本村町の大部分で陸上自
　　衛隊市ケ谷駐屯部隊，警視庁第四方面本部，同第四機動隊，厚生省統計調査
　　部，大蔵省研修所などに利用されている。
　　　明暦2年（1656），尾州徳川第二代光友の時，上屋敷として賜わる。邸内には
　　琵琶湖を模した庭園や兜松とよぶ名木もあったが，この庭園や屋敷に関する文
　　献は，戸山荘と較べると大変少ない。
（→78頁から続く）　しばらく残っていたが，その小山も整地されて現在は全国療育相談センター（昭
和47年4月）が建っている。中央の池（御泉水）の北が女子部のキャンパスで，騎射馬場があり続
いて桃林，釈迦堂などがあった所である。室内プール，体育館，礼法室の南側に続く習その下に広が
る低地が，御泉水である。崖の上に立ってそこに広がる大きな池を想像してみるとよい。真下に見え
る池を結ぐ琉珀橋（長さ15間で朱塗）がかかり，傍には四阿家（四つ堂）があり，舟が浮び，弁天島が
っきだし，五重塔も見える。はるかに眺める富士山の雄姿は澄んだ青い空にくっきりと浮ぴあがる。
そんな風景をもう一度再現させたいものであり，絵図面のみに示された妄想であってはなるまい。
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なるのを大井川（濯縷川）に見立てる。この川は北へ流れ出て，戸山落堀ともい
い穴八幡の前を流れ，そのあと山吹川となり曲折して神田上水へ入っている。
古川また金川ともいう。一方東の方に小山（玉圓峰）があるのを箱根山に見立て
道中する積りで散策したという。以前は東京旧市内の最高地点（44．6m）として
眺望のきく所であり，都内の町並を通して遠く富士の秀峰とそれに続く関東周
辺の山々が見渡せた箱根山も，高層化されたビル群に取囲まれ，その面目を失
したが，いまだ近くの人々の散歩道として親しまれている。
　また戸山山荘の庭園では，万治年間（1654～60），一名戸山焼というお庭焼き
が行なわれていた。これは瀬戸焼き系統の陶器であって，茶人の間では「楽々
焼」と称して好まれていた。いずれにしても，この庭園の豪勢さと善美をつく
した様子は，上述した文献，資料によって知ることができる。
安政2年（1855）10月のいわゆる安政の大地震と翌3年8月の台風で，戸山園の
建物は破壊，樹木は倒れてその手入れも修理もされないうちに，同6年2月，
青山隠田から出火した大火で類焼し，戸山山荘の正寝である余慶堂もこの時に
焼失している。「天下漸く多事にして再造の挙にいとまあらず，明治維新の際
に当て尾候より斯荘を宗家静岡藩に呈晋せられたり，此時苑中多くは畦圃とに
変じたりと云ふ。四年薩長両藩より徴集せられたる親兵の宿営となりて益荒蕪
廃頽し……」
図5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6
　現在の箱根山　左手の木におおわれた小山であるが，ビル群にとり囲まれ昔の眺望はのぞめない。
一戸建ての住宅群などの低地が昔の池（御泉水）である。山頂近くに陸軍戸山学校趾の記念碑が昭
和42年11月に建てられている。
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　維新後，江戸は東京と改称し，諸般の制度が変革し，徳川時代の大名屋敷は
新制度によって納税の義務を生じたため，手放すものが続出している。庭園は
次第に荒廃し，放任された屋敷跡はその後，諸官庁，兵営，学校などの公共建
築物の敷地に利用され，東京が近代的都市として飛躍する上に大いに便宜とな
った。四谷の内藤邸は勧業寮試験場（明治5年），市ケ谷の尾州候邸（上屋敷）は
陸軍士官学校（明治8年）が置かれ，牛込の戸山屋敷は陸軍戸山学校（明治6年）
に変っている。
　明治6年，兵学寮戸山出張所として創設され，翌7年兵学寮第三舎を廃し挙
げて旧戸山屋敷に移し陸軍戸山学校と改称されている。フランスのジョァンビ
ールにあった陸軍体育学校と，ベルリンのドイツ陸軍体育学校に範をとり，各
部隊の士官から選抜して体育，武道などの指導者を養成し，以来軍人の教育訓
練所となった。
　現在の女子部キャンパスは，近衛騎兵聯隊の利用が中心で，明治45年4月
から戸山新兵営に移転を着手しており，大正2年3月に移転を完了している。
　このように陸軍戸山学校，陸軍幼年学校，近衛騎兵聯隊の軍用地として利用
されていた頃に，どの程度の庭園としての面影が残されていたかは疑問である
が，戸山学校の敷地となった当初は，かなり旧態をとどめていたらしい事が。己
録されている。森田栄吉氏の「戸山の栞」（土居清健の同名の著書に註を附したも
の，謄写刷大正9年出版）のはしがきで，「明治27年5月16口校内俗称函根［llの
図7，　余慶堂の南面（東京名所図絵より）
　　西方に木の梢から富士山が見えている。前庭があって松，楓　桜の木が多かった，注の96頁
　　に示した鬼瓦がこの建物のものとして考えれば，この絵に表現されている。
　　　　　　　　　　　　　　　－23一
　　図8，戸山荘二十五景の萩苓坂扶苓坂から池に出て現珀橋を渡る道が通じている。
北麓に朱塗の柱にして四方の欄間は彫刻に彩色を加え，屋根は桧皮葺にして実
に古雅愛すべき四阿ありしが（筆者註：之は四ッ堂と称する建物で，始め池の傍に
あったものを此処に移したのである）教導大隊の兵卒は此処に於て実弾の詰換作業
中誤って弾薬破裂し，兵卒8名火傷し，四阿は全部焼失せり。今其の残礎宛然
として雑草離々の問に存在す。」とあり，また日露戦役の際には此の地に数多
の病室が新設され，庭園は患者の散歩地となって幾多の傷病兵に慰安を与えた
と言己してある。
　また先述した余慶堂は，安政6年の火災で焼失したが，ここには庭園とは別
個の内庭があって，戸山学校時代の将校集合所付近に相当し，昭和の始めに陸
軍省の将校集会所が建造されて，益々原地形を崩してしまっている。文献によ
れば，その内庭には松，楓桜が多く，木々の梢を通して富士が望まれたので
ある（余慶堂を一名富士見御殿ともいう）が，戸山学校時代にはもう集会所付近か
ら富士は望めなかった。樹種は良く一致していたようである。
　内庭の西北に玉圓峰の築山があり，形は名のように円く，別名を丸が嶽とも
いわれている。俗称，箱根山であるが，戸山学校時代には，明治天皇が御臨幸
されこの丘に登られ展望された。当時，　「明治天皇御野立所」と書かれた標柱
が立ち，藤棚もつくってあり，いつ植えたか山一面がツツジで被われていた絶
好の見晴台であった。丘の東麓に騎兵聯隊方面へ通う道があり，昔の二十五勝
　　　　　　　　　　　　　　　一24一
景の一つ挟苓坂であり，戸山学校時代も木々の枝が長く延びて道の上に小暗い
蔭をつくっていた昔の面影を残していた所であった。
　箱根山の西麓に沿って，水田の間を流れながら池に注ぐ濯縷川（元は大井川）
が流れ，近くに三軒家や清水御在郷家があって一勝地をなしていた（図2参照）。
かつての「清らなる石川」も戸山学校時代に水田が潰されて大運動となり，幅
一間にも足らぬ溝川と化し，一部名残りをとどめる小さな沼地と疎林に混って
熊笹が一面はびこった状態は昭和の始め頃までみられたようだ。昭和に入つて
からも湿地帯，湧水地帯はあった，例えば女子部体育館，礼法室，職員宿舎に
沿う崖は湧水があり，一部残っていた蓮池で安倍能成先生が釣りをされていた
話も聞く。また前の東戸山小学校の校庭脇にあった井戸（湧水）も昔の水の豊富
さを示す名残りであり，庭園の御泉水をうるおしていた清水である。
　終戦を迎え，日本には軍用地が不要となり，東京都はここを自然動物園と競
技場にする計画を進め，昭和23年にはその工事をはじめるばかりになってい
た。ところが，まだ日本は米軍の占領下にあって，第八軍東京軍政部司令官ホ
ーリングジェット大佐は，集団住宅地にし，すぐ住宅の建設にかかるよう命じ
た。駐留軍の資材の放出を約束し，米軍のブルドーザーは動き出し，川も池も，
図9．鉄筋コンクリートアパート化した旧戸山ハイッ
　　木におおわれているのが箱根山の一部である。
　　　　　　－25一
　　　　　図10．近衛騎兵聯隊本部（昭和10年頃撮影）
　　　　　　　校舎として男子中等科が使用した。その後部室として利用し昭和
　　　　　　　43年プール建設のために取りこわされた。
軍の施設は見る間に消えて，昭和24年3月，日本で最初の水洗式便所つきの
木造集団住宅群，戸山ハイツ1，　052戸が完成している。戦災者や引揚者が入居
したが，米国型の洋風様式に設計された事実上の一室住居は，未経験な生活容
器に飛び込んで，その生活に適応する必要に迫られたようである。小型の2戸
建がほとんどで，総工費1億8，775万円であった。これが戦後の団地のはしり
であった（ホ大佐は間もなく帰国したが，その功績を称えて記念する銅板の碑が箱根山
上に立てられたが，昭和27年何者かにもち去られている）。つづいて西戸山の鉄筋コ
ンクリートアパート街も建設された。この一戸建ちの木造家屋も，東京の住宅
難の解消のため，昭和44年から鉄筋アパートに姿を変えていった。また国立
第一病院の高層化，東戸山小学校が新築され少し東へ移動している。
一方．学習院女子部が昭和21年3月に近衛騎兵聯隊の跡地と建物を国から借
り受けて使うことになった。昭和24年3月には同じように利用していた初等
科5，6年生（女）が四谷に移ると同時に4月より，小金井にあった中等科が元
聯隊本部（木造建物）を改造して移転して来て居り，昭和32年8月まで利用し
ている。昭和25年には女子短期大学が設けられ，また，元厩舎跡に戸山高校
が建設されていたが昭和25年5月に火災で全焼している。その時にかつて女
　　　　　　　　　　　　　　　一26一
．簾璽
図11　営庭（現在の校庭）での訓練と厩舎（昭和11年頃撮影）
　　遠くに見える厩舎の敷地は現在の戸山高校の位置である。
　　当初女子部が雨天体育場として利用したのは右側から三列目の厩
　　舎であろう。
図12．厩舎の中（雨天体育館として利用） 図13．厩舎間のみぞ
子部が雨天体育館として利用していた厩舎も取りこわされている。同年8月に
は，目白より鉄の正門（昭和48年文化財指定）が移設され近衛騎兵聯隊時代の裏
門に威厳をそえ，明治通り側が女子部の正門となる。
　今回は，戸山山荘時代から現在までの変化の概略を述べ，地図，スケッチ，
写真によってそれを確しかめるにとどめた。
　資料を快く御提供，御指導を戴きました徳川黍明会の徳川義宣氏と研究所の
皆さん，元近衛騎兵聯隊の永井義一氏，岡本清造氏に厚くお礼申し上げます。
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図14．　近衛騎兵聯隊時代は裏門（昭和10年）　　　　　　図15．　今は女子部の正門
　現在の明治通りの交通量は日本のトップクラスである。2つの写真の木の成長を比較してみると
よい。右側の青桐の樹には，営兵が眠む気さましに銃剣を刺した傷痕が，木の成長と共に上の方に
残っている。昭和48年6月2日文化財に指定された由緒ある鉄門である。
注2二十五勝：戸山荘二十五景
　余慶堂（図7），玉圓峰（図4），古駅楼（図
27），濯縷川（図2），琉珀橋（図8），秩苓坂
（図8）臨遥亭，鳴鳳漢，吟涼橋，望亭，小庭
山，古道岐，臥龍渓，養老泉と次の図16～図
26の谷文晃筆のスケッチを参照。
図16．　世外寺跡　……精舎の跡あり本堂は九間
　　　に七間庫裏廻廊……今は石居のみ苔むして
　　　残れり……
儲
謬
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　　　　ξ｛　ゼざ
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図17．彩雲塘
堤にて左右に多くの百日紅を植えらる花の頃，
紅雲の棚引きたる様……
図18．拾翠台
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図19．招隠里　熊笹深く生茂りたる山運に登り
　　　て招隠里と言う一宇の茅庵を建てらる諸木
　　　奮欝として劒に醇苔緑禽竹離に鳴き……
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鍬
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図20．称徳場　……と言える御馬見所あり東の
　　　方に御馬場あり中に土居を築きて馬を逐ひ
　　　廻す様に構へり
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図23．　竹筒門　御池の水落つる処あり其上に板　　図24．　随柳亭　御茶屋あり前に大きなる柳を植
　　　橋を架す橋の西に門ありて……　　　　　　　　へらる花に傍ひ柳に随て前川を……
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注3古駅楼
　小［［1原宿にならって作られた町並であるが，享和3年（1803）に焼け，文化12年（1815）に
は再建され町家数が36軒，間数113間半，道長75間ありその後，一部焼失，再建をくり返し
ている。商家の内容と並び方にっいては古文書（図28），文晃のスケッチ（図27）などである
程度理解できる。
　地図研究家岩田豊樹氏が最近手に入れられた古駅楼の絵図のもので，南側の町並だけだが，間
取りから商店名まで解る見事なものである。
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一30一
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@
㍉
灘
灘
懸
…
、
鱗
欝
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@
灘
欝
妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮
欝
、
細
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
盤
鱗
灘
　
　
鵬
灘
欝
難
、
灘
簸
灘
灘
灘
藤
礎
葎
欝
蕪
蕪
鐡
欄
Z
灘
鞭
難
鞘
，
．
難疑漣霧
燃
彗
κ
職
蕾
七
、
、
撒
，
一
叢
…
、
欝
灘
羅
議
羅
辮
灘
灘
「戸山の枝折」より古駅楼に関する記事図28．
（
図
2
8
の
9
行
目
よ
り
）
弁
天
の
孤
島
を
右
に
西
の
方
へ
過
く
れ
は
札
の
辻
と
て
制
札
を
立
て
ら
る
　
一
　
於
此
町
中
喧
嘩
日
論
無
之
時
番
人
之
者
勿
論
町
人
早
々
不
出
合
　
　
　
双
方
不
分
奉
行
工
不
可
届
之
事
　
一
　
此
町
中
押
買
不
及
了
簡
事
　
一
　
竹
木
之
枝
幾
利
支
丹
堅
停
止
之
事
　
一
　
落
花
狼
籍
如
何
ニ
モ
苦
シ
キ
事
　
一
　
人
馬
ノ
滞
有
テ
モ
無
テ
モ
構
ナ
キ
事
　
　
　
　
　
年
号
月
日
　
　
　
　
　
　
奉
行
制
札
の
文
言
ハ
亜
相
光
友
卿
御
好
み
に
て
斯
く
認
め
ら
れ
し
と
聞
ゆ
此
処
に
木
戸
あ
り
て
是
よ
り
総
て
古
駅
楼
と
称
す
小
田
原
宿
に
な
そ
ら
へ
て
作
ら
る
町
家
数
三
十
六
軒
駅
の
長
さ
百
十
三
間
余
皆
家
々
の
れ
ん
を
懸
け
五
穀
酒
餅
荒
物
鍛
冶
古
道
具
屋
害
林
弓
矢
師
瀬
戸
物
薬
種
八
百
屋
料
理
茶
屋
花
屋
植
木
屋
水
茶
屋
旅
籠
屋
問
屋
場
其
外
諸
商
ひ
物
見
勢
等
に
於
る
ま
て
物
と
し
て
足
ら
さ
る
は
な
し
中
に
も
虎
屋
と
布
簾
懸
け
し
ハ
元
外
郎
屋
と
唱
へ
し
て
な
ん
密
漬
丹
と
い
へ
る
金
地
の
看
板
を
か
ざ
る
奥
に
ハ
上
段
の
間
次
の
間
茶
所
に
至
る
ま
て
い
と
奇
麗
に
作
れ
り
此
処
に
て
御
小
休
あ
ら
せ
ら
る
へ
き
様
又
御
供
に
候
ひ
待
り
し
輩
に
も
愛
に
て
茶
な
と
一
31
一
9
毅
縛
鄭
裡
ヨ
抵
凝
S
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
二
層
ニ
レ
⊃
層
認
蜜
悩
ψ
雛
昨
ヨ
。
ゆ
総
和
置
畷
二
幅
Q
碧
畏
製
悩
。
ゆ
縛
和
b
娘
ゆ
槍
為
Q
頑
椥
⊃
愈
螺
旧
Q
螂
鮒
蕪
U
｝
、
V
聴
ゆ
§
捜
Q
ぐ
ピ
廼
足
組
週
Q
鴇
串
輯
。
ゆ
仙
麟
l
V
磧
楚
讃
Q
超
レ
⊃
樫
翼
刃
（
H
図
）
区
繁
匹
扇
．
和
當
揖
ヨ
ヨ
臥
為
圏
躍
Q
虫
升
樽
Q
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
「
髭
区
畑
亟
駅
桜
無
0
8
，
ゆ
二
）
慮
圏
暑
掴
漁
超
　
滑
8
．
世
。
。
H
恕
窓
　
d
N
図
32
噺
　
　
　
　
　
　
。
ゆ
3
P
翼
響
湘
嬰
柳
無
e
㌍
趙
．
⊃
ゆ
二
P
罵
狛
K
釈
為
繁
昨
ヨ
。
（
ゆ
V
）
．
」
弊
漣
思
母
ゆ
寸
如
馬
窓
）
二
聴
楚
渓
「
展
Q
掻
轟
味
塩
睾
唄
製
悩
．
P
二
P
o
層
思
螂
啄
騒
慧
環
セ
鍛
庫
頼
．
和
脅
晋
嬢
曜
霞
e
怒
卦
ヨ
臥
糾
趣
廼
魯
棋
ヨ
。
ゆ
罵
心
心
為
雄
最
魑
刃
Q
ゆ
3
レ
o
鰹
U
蝉
沿
％
Q
競
駆
爺
ー
．
為
二
層
心
ゆ
楚
憩
Q
超
凝
S
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
マ
鐸
約
日
・
田
牌
『
「
軒
8
0
．
O
H
二
）
簾
颯
竃
理
趣
　
区
罵
母
N
寸
鯉
囲
　
d
°
っ
区
翻牒゜
．
糠
．
墨
ゲ
レ
．
霊
爬
h
－
㎎
8
L
醗
～
F
頴
・
・
浅
翼
灘
獺
゜
轟
匙
慧
瑚
J
　
　
雪
．
寓
　　
ｬ
甕
　
　
　
　
ヒ
、
ξ
三
．
．
三
萎
、“
ﾈ
彗
三
3
灘
甥ム
議
㌣
※
岬
試
層
．
〕
醗
炎
瞠’蔦『亙
劉《
一
33
贈
．
そ
ー
灘
　
ノ
ゴ
’
貿
幼
年
校
㌧
゜
蝦
一
　
　
　
コ
を
ト
ロ
だ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
・
」
・
雛
霧
ぬ
ツ
な
バ
　
が
せ
鑛
議
§
諺
罐
慧
㌔
欝
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
図31　大正5年測図　昭和4年2回修正測図　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　500M
　　　　　　　　　　　　（1：25，000東京西部の一部拡大）
　　　近騎（近衛騎兵聯隊）の字が入っている。6列の建物が喉舎で，上から3列目を女子部が雨天
　　体育場として利用したことがある。
図32．　昭和31年撮影の航空写真
　　　中央に明治通りがくっきり出ている。現在の早大理工学部の位置に実弾射撃場が残っている。
　　戸山ハイッはまだ一戸建ての家屋で埋っている。
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　昭和47年修正測量　国土地理院
　　　　　　　　（1：25，000東京西部の一部拡大）
女子部の北門側の道路は拡張され，
とってほしい。
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土堤が切崩されている。図31と比較して道路の変化を読み
図34　昭和50年3月撮影の航空写真
　　　旧戸山ハイツの高層化とその変化は著しく，白っぼくなって緑不足を感じる。学習院短大の体
　　育館の工事中の白い屋根が見える（9月完成）。
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　　　図35．戸山山荘時代の鬼瓦
　この写真は昭和41年［U戸山学校の正門付近（箱根山の南西）の家の庭先に放置されて
いた状態を写したものである。徳川家三ッ葉葵紋のついた立派な鬼瓦であるが，なぜ今日
まで，このような原型を保ってきたのか，何処の建物のものか疑問である。建物の上か
らでは余慶堂のものと考えてよいのか，図7の中に見られる建物からしてこのような鬼
瓦がのることも不思議であるまい。
　写真にみられる瓦の組み方は，倒れないように便宜的に置いたもので，正式の組み方
ではない。
　現在，薪宿中央図書館の収蔵庫の中に保存されている。
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